
【各揚水井のトリチウム濃度(Bq/L)】  

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12

2026.3.5(木) (①)　 8 41 70 130 4 10 15 27 52 150 180 110

2026.3.9(月) (②)　 8 38 70 110 4 8 15 33 52 160 180 120

トリチウム上昇傾向評価用 (③)※1 8 38 70 110 4 8 15 33 52 960 180 120

 【各揚水井の汲み上げ比率】

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12 計

汲み上げ比率 (④) ※2 0.6509 0.0238 0.0000 0.1474 0.0030 0.0316 0.0299 0.0781 0.0000 0.0145 0.0013 0.0196 1.0000

※2 No.1～12: 至近採水時の汲み上げ実績をもとに算出している。

 

【評価結果（一時貯留タンクのトリチウム濃度(Bq/L)）】

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12

2026.3.5(木) (①×④) 5.4 1.0 0.0 19.2 0.0 0.3 0.4 2.1 0.0 2.2 0.2 2.2 33.0

2026.3.9(月) (②×④) 5.4 0.9 0.0 16.2 0.0 0.2 0.4 2.6 0.0 2.3 0.2 2.3 30.7

トリチウム上昇傾向評価用 (③×④) 5.4 0.9 0.0 16.2 0.0 0.2 0.4 2.6 0.0 13.9 0.2 2.3 42.3

　端数により、一時貯留タンク内トリチウム濃度と各揚水井の総和が一致しない場合がある。
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No.10以外については隔回でサンプリングを実施しており、サンプリングの無い回は至近の分析結果に基づいて評価している。

※1「トリチウム上昇傾向評価用」とは、No.10において、2015年の11/12から11/16までの上昇傾向が継続したことを仮定し、トリチウム濃度を評価したもの。

地下水バイパス揚水井の汲み上げにおける一時貯留タンク
に対する評価結果について


